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幼児教育における日本とシンガポールの
カリキュラム比較に関する研究

１ ．はじめに
平成29年 ３ 月に，幼稚園教育要領（文部科学

省，2017），保育所保育指針（厚生労働省，
2017），幼保連携型認定こども園教育・保育要
領（内閣府，文部科学省，厚生労働省，2017）
の ３ 文書が告示された。今回の同時改正は，保
育のねらいや内容に関して整合性を図り，幼稚
園，保育所，認定こども園の ３ つの施設が幼児
教育施設としての機能を果たすことを意図して
いる。また，これまで以上に，幼小接続期の教
育を重視し，幼児教育における遊びを通した学
びを，教科等の学びにつなげることが求められ
ている。このような質の高い保育を実践するた
めには，現職の保育者を対象とした幼稚園・保
育所・認定こども園における研修および幼稚園
教諭・保育士の養成課程における教育の充実が
不可欠である。

しかし，幼稚園教育要領，保育所保育指針，
幼保連携型認定こども園教育・保育要領の ３ 文
書における領域「環境」の数量・図形に関する
保育の解説は，海外の教育要領に相当するシラ
バスに比べ，記載内容が少なく，具体例や保育
方法のポイント等についての事例も少ない。ま
た，保育専門書において，領域「環境」の数
量・図形に関する内容の取り扱いが少ないこと
について指摘されている（渡邉伸樹，2018）。

船越俊介 他 ７ 名（2010）は，Piaget. J の発
達理論をもとに，数理認識の発達を次の ５ 段階
に分けている。
第 １ 段階：数学的知識を対象から感覚によって

直接引き出し，知覚と思考が未分化な段階
第 ２ 段階：感覚運動的に獲得した数学的知識が

内面化されてイメージが発生し，用語で抽象
することができる段階

第 ３ 段階：数・量・形（空間）の概念化が進む
が，推理や判断が直感に依存し，自覚性に基
づく一貫した論理的操作ができにくい段階

第 ４ 段階：具体的な経験を通して，数学的概念
の論理的認識が可能になるが，形式的な対象
に対しての論理的操作は困難な段階

第 ５ 段階：論理的形式にしたがって形式的思考
が可能になり，「操作の操作」である ２ 次的
操作的認識が可能になる段階
数理認識の発達には個人差がある。幼児教育

において，幼児の自由な経験に任せているだけ
では，この個人差に対応することはできないと
考えられる。したがって，算数・数学教育が担
う第 ４ 段階・第 ５ 段階の前段階として，第 ３ 段
階を担う幼児教育は，数理認識の発達における
個人差に対応する意図的な支援が求められる。
このような数理認識の発達を促す保育の充実を
図るためには，保育者の支援力の向上は不可欠
であり，それに資する保育実践モデルが必要で
ある。

そこで，本研究では，数理認識の発達を促す
保育の充実を図るため，国際学力調査の上位国
であるシンガポールと日本の幼児教育に関する
カリキュラム比較を通して，幼稚園・保育所・
認定こども園における研修および幼稚園教諭・
保育士の養成課程のカリキュラムについて提言
することを目的とする。

赤 井 秀 行
（堺市立竹城台小学校教諭）

坂 井 武 司
（教育学科教授）
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２ ．日本の幼児教育
⑴　日本の幼児教育の方針

日本の幼児教育では，遊びや生活の中で，身
近な環境への主体的な関わりを通して，新たな
関わり方の発見，関係性への気づきや意味付け，
試行錯誤や捉え直しの過程を充実させ，幼児教
育の見方・考え方を生かすことが重視されてい
る。また，小学校教育との接続を考慮し，「知
識及び技能の基礎」「思考力・判断力・表現力
等の基礎」「学びに向かう力，人間性等」を幼
児教育において育みたい資質・能力と位置づけ
ている。さらに，これらの資質・能力の明確化
として，幼児教育の終わりまでに育って欲しい
10の姿（文部科学省，2017）を示している。10
の姿とは，「健康な心と体」「自立心」「協同性」

「道徳性・規範意識の芽生え」「社会生活との関
わり」「思考力の芽生え」「自然との関わり・生
命尊重」「数量や図形，標識や文字などへの関
心・感覚」「言葉による伝え合い」「豊かな感性
と表現」における具体的な姿である。上述の内
容は，幼稚園教育要領，保育所保育指針，幼保
連携型認定こども園教育・保育要領の ３ 文書に
おいて，幼児教育施設として共有すべき事項と
して，共通に示されている。

幼児教育における指導計画を作成するにあた
り，幼児教育で育みたい資質・能力を幼児の生
活する姿から捉えた「ねらい」と，ねらいを達
成するために指導する「内容」をまとめ，心身
の健康に関する領域「健康」，人との関わりに
関する領域「人間関係」，身近な環境との関わ
りに関する領域「環境」，言葉の獲得に関する
領域「言葉」，感性と表現に関する領域「表現」
の ５ 領域が編成されている。また，幼児教育の
基本に関連した重点事項として，「幼児期にふ
さわしい生活の展開」「遊びを通しての総合的
な指導」「一人一人の発達の特性に応じた指導」
の ３ 点が挙げられている（文部科学省，2017）。

⑵　数理認識に関わる幼児教育の内容
幼稚園教育要領，保育所保育指針，幼保連携

型認定こども園教育・保育要領の ３ 文書では，
数理認識に直接関わる事項として，幼児教育の

終わりまでに育って欲しい姿に「思考力の芽生
え」や「数量や図形，標識や文字などへの関
心・感覚」が位置付けられ，遊びや生活の中で，
数量や図形に親しむ体験を重ね，必要感に基づ
いた活用を通して，興味や関心，感覚をもつこ
との重要性が示されている。また， ５ 領域の内，
数理認識に関わる内容は，領域「環境」に位置
付いており， １ 歳以上 ３ 歳未満児に関わる領域

「環境」の内容として，「身の回りの物に触れる
中で，形，色，大きさ，量などの物の性質や仕
組みに気づく」ことが示されている（厚生労働
省，2017）。 ３ 歳以上児に関わる領域「環境」
のねらいは，「物の性質や数量に対する感覚を
豊かにする」ことであり，内容として，「日常
生活の中で数量や図形に関心をもつ」ことが示
されている（厚生労働省，2017）。

幼稚園教育要領解説（文部科学省，2018），
保育所保育指針解説（厚生労働省，2018），幼
保連携型認定こども園教育・保育要領解説（内
閣府，文部科学省，厚生労働省，2018）の ３ 文
書では，幼児教育の終わりまでに育って欲しい
姿の「思考力の芽生え」に関して，算数科を含
む教科等の学びにおける主体性につながること
が説明されているが，数理認識に関する「思考
力の芽生え」の具体例は示されていない。「数
量や図形，標識や文字などへの関心・感覚」に
関しては，多少比較のために数えること，長さ
や広さを比べること，形を組み合わせること等
の具体的な遊びの場面での姿が例示されている。

１ 歳以上 ３ 歳未満児に関わる領域「環境」の
内容では，形，大きさ，量などの性質や仕組み
に気付く遊びとして，物を手に取り，色々な角
度から眺める姿，同形の大きさの異なる箱や
カップを重ねる姿，物と物を組み合わせて楽し
む姿が示されている。また，そのような遊びを
通して，探究心や好奇心が芽生えることについ
て述べられている。内容の取り扱いでは，豊か
な感性を育み，手や指先の機能の発達を促す積
み木を例に，積み木を積んでもらったり，壊し
たりすることを楽しむ姿から，自分で積み木を
積んだり，崩したり，並べたりを繰り返すこと
を楽しむ姿へと発達することが示されている
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（厚生労働省，2018）。
３ 歳以上児に関わる領域「環境」の内容では，

欠席調べやグループの人数分のおやつ配り，砂
山の高さ比べ，花びらや葉，昆虫や魚の形など，
日常生活の中で数量や図形に親しむ場面が示さ
れている。また，数えたり量ったりすることの
便利さと必要感に気付く支援の重要性について
述べている。内容の取り扱いでは，子どもの興
味や関心から生まれる数量的な活動を積み重ね
ることにより，数量に関わる技能の習熟ではな
く，感覚を豊かにすることの重要性が示されて
いる（厚生労働省，2018）。

３ ．シンガポールの幼児教育
⑴　シンガポールの幼児教育の方針

シンガポールの幼児教育カリキュラムである
Nurturing Early Learners -A Curriculum 
Framework for Kindergartens in Singapore- 
A Guide for Parents（Ministry of Education, 
Singapore, 2012）に，幼児教育の目的は，子ど
も一人一人を総合的に育てることであると述べ
られている。その意味は，図 １ に示す The 
Kindergarten Curriculum Framework に要約
されている。この枠組みは，中心にある「子ど
もは好奇心旺盛で，活動的で，有能な学習者で
ある」という信念を基本として構成されている。
この信念の周りには，「学習への統合的アプ
ローチ」「学習の促進者としての教師」「意図的
な遊びを通して子どもを学習に参加させるこ
と」「質の高い相互作用による本質的な学習」

「知識の構成者としての子ども」「総合的な発
達」という指導と学習に関する指針となる ６ つ
の原理が位置付けられている。さらに，これら
６ つの原理の外側に，「美的感覚と創造的表現」

「世界の発見」「言語とリテラシー」「運動能力
の発達」「数学の基礎知識（Numeracy）」「社
会的・感情的な発達」という ６ つの学習領域が
設定されている。つまり， ６ つの学習領域にお
いて，学習者としての子どもという信念に基づ
いた ６ つの原理に基づく教育が求められている。

また，最も外側に位置する教育の成果として，
図 ２ に示す Education Outcomes （Ministry of 

Education, Singapore, 2013）のように，「就学
前教育の主要な段階の成果」から小学校以降の
教育に向けて「求められる教育の成果」へと高
めることも求められている。

⑵　Numeracy に関する幼児教育の内容
６ つの学習領域の内，数理認識に関わる内容

は，「Numeracy」に位置付いている。Numeracy
に関して，Nurturing Early Learners -A 
Curriculum Framework for Kindergartens in 
Singapore- A Guide for Parents では，「数学に
関する基礎知識があることは，子どもが数学的
な概念・スキル・思考過程を理解し，効果的に
活用することを可能にする。これにより，子ど
もは日常生活の中で，数学との出会いを理解で
きるようになる」と示されている。また，幼稚
園終了時までに，「簡単な関係やパターを認識
したり用いたりすること」「日常の経験におい
て数を用いること」「日常の経験において基本

図 ２ 　Education Outcomes

図 １ 　The Kindergarten Curriculum Framework
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的な形や簡単な空間概念を認識したり用いたり
すること」が望まれている。

また，Numeracy に特化した教師用指導書で
ある Nurturing Early Learners -A Curriculum 
for Kindergartens in Singapore- NUMERACY 

（Ministry of Education, Singapore, 2013）があ
る。この教師用指導書には，幼児期の子どもに
とって，身に付けることが望まれる数学的な概
念・スキルとして，表 １ のような「簡単な関係
やパターン」「数え上げと数概念」「基本図形と
簡単な空間概念」を取り上げている。

「簡単な関係やパターン」と「数え上げと数
概念」に関する下位概念について，図 ３ のよう
に詳説されている。表 ２ ・表 ３ に解説の一部を
示す。「基本図形と簡単な空間概念」について
は，下位概念ではないが，表 ４ のように，基本
図形と簡単な空間概念について解説されている。

さらに，具体的な数概念の指導方法として，
図 ４ に示す CPA 理論が取り上げられるととも
に，図 ５ のような指導に使用する具体的な教具
も示されている。CPA 理論は，Concrete（具
体）→ Pictorial（図的表現）→ Abstract（抽
象）の ３ ステップを通して，抽象的な概念を理
解できるようにする理論であり，Mathematics 

表 １ 　数学的な概念・スキル

簡単な関係やパターン
対応・分類・比較・順序づけ・パターン化を通
して簡単な関係を知ることは，論理的思考能力
を育成することに役立つ。これらの考えは，数
やその仕組みを理解するための基礎となる。

数え上げと数概念
数え上げのスキルを身に付け，数概念を発達さ
せることは，数やその関係の概念を理解するこ
とに役立つ。子どもにとって，数を数えたり，
比較したり，合成・分解したりする学びの経験
が必要である。

基本図形と簡単な空間概念
基本図形を識別して命名することは，身の回り
のものを区別し，説明することに役立つ。簡単
な空間概念を理解することは，自分と周囲の人
やものとの空間的関係を理解し，それを説明す
るために，位置を表す言葉（上・下・前・後）
や動き表す言葉（上・下・左・右）を用いるこ
とに関係する。これらは，幾何学の基礎を築く。

syllabus（Ministry of Education, Singapore, 
2013）にも掲載されている。

最後にまとめとして，①数概念とスキルの発
達は，日常生活の中でその意味を知り，使用し，
応用する必要があること，②数量に関する経験
は，具体物の操作からの学びに重点を置き，子
どもの既有知識の上に構築されるべきであるこ
とが強調されている。

４ ．日本とシンガポールの幼児教育の比較
⑴　カリキュラムの相違点

日本とシンガポールともに，幼児の一人一人
の発達を考慮し，遊びを通して小学校以降の教
育につながる資質・能力を総合的に育むことを
目的としており，幼稚園終了時までに育って欲
しい姿を示している点は共通している。しかし，
以下の ３ 点に関して異なっている。
① 幼児教育において育みたい資質・能力におけ

る認知能力と非認知能力を重要視する程度
② 小学校教育における教科と幼児教育における

領域の関係の捉え方
③ 幼稚園終了時までに育って欲しい姿の評価と

しての位置付け

図 ３ 　数学的な概念・スキルの解説
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表 ２ 　「簡単な関係やパターン」の下位概念

対応
対応とは，関係を理解したり共通する何かを有
していることに気づいたりすることである。同
一の概念を理解することは，５ 匹のうさぎのカー
ドと ５ 本のにんじんの絵を同じ ５ という量をも
つものとして対応させることに役立つ。

分類
対応は，同じであることを探すことに関係して
いるが，分類は，異なっていることを探すこと
に関係している。分類は対応の後に続き，対応
より難しい。分類は，乗り物の集合から車の総
数を知る必要があるなら，車だけを全て数えれ
ばよいことを理解することに役立つ。

比較
比較とは， ２ つのものまたは ２ つの集合を見て，
どのように似ているのかまた異なっているのか
を見出すことである。量を比較しているなら，
どちらが多いかまた少ないかを決定できる。

順序づけ
順序づけとは， ２ つ以上のものまたは集合の比
較と関係しており，ある順序にしたがって並べ
ることである。順序づけは比較より難しい。順
序づけのスキルは，数を順番に暗唱する必要性や，
量に基づいてどのように集合を順序づけるかを
理解することに役立つ。

パターン化
パターン化は，順序づけの １ つの様式である。
子どもは繰り返しの要素を含むパターンを作る。
パターンの発展や創造の前に，身近な環境の中
に縞模様などのパターンを特定する機会が用意
される必要がある。

表 ３ 　「数え上げと数概念」の下位概念

暗記による数え上げ
暗記による数え上げは，一連の数詞を暗唱する
ことである。この言葉の並びを学んでいない子
どもは，数を数えることができない。一連の数
詞を学習していたり，暗記による数え上げがで
きたとしても，正確さや理解を伴って数え上げ
ることができるとは限らない。

合理的な数え上げ
数え上げるためには，数の順番を知るだけでは
なく， １ つの数詞と １ つのものを一度に結びつ
けること，即ち， １ 対 １ 対応が必要となる。正
確な暗記による数え上げと １ 対 １ 対応の基本的
な理解は，合理的な数え上げの基礎である。数
え上げた最後の数が，集合内のものの数を表し
ていることも学ぶ必要がある。

量の保存
量の保存とは，一まとまりのものをバラバラに
分けても寄せ集めても，その量には影響しない
ことを理解することである。

部分－全体の関係
部分－全体の関係とは，数がより小さな部分か
ら構成されるという理解である。

サビタイジング
サビタイジングは，数感覚の発達に関連する重
要なスキルである。個々の物を実際に数えるこ
となく，集合内のものの数を認識する能力のこ
とである。

表 ４ 　「基本図形と簡単な空間概念」の解説

基本図形
様々なものを見たり，触ったり，もったりする
とき，いくつかの形は，円，三角形，正方形，
長方形などの特定の名前をもち，それぞれの形
は固有の性質があることを学び始める。形を操
作するとき，新しい形を作るために，異なる形
をどのように組み合わせることができるかを探
り始める。

簡単な空間概念
空間認識は，ものと自分の位置関係や身体と他
のものとの関係を理解することに役立つ。ブロッ
クや ３ 次元の材料で建物を作ったり，タングラ
ムやパターンブロックなどの形を操作したりす
ることは，子どもが空間内のものの位置を表現
できるようになるための様々な経験となる。

日本の場合，幼児教育の終わりまでに育って
欲しい「健康な心と体」「自立心」「協同性」

「道徳性・規範意識の芽生え」「社会生活との関
わり」「思考力の芽生え」「自然との関わり・生
命尊重」「数量や図形，標識や文字などへの関
心 · 感覚」「言葉による伝え合い」「豊かな感性
と表現」の10の姿の多くが非認知能力に関する
ものである。また，領域「環境」は，小学校に
おける算数科，理科，生活科との接続を考慮し

てはいるが，小学校における教科の枠組みを統
合・再編した領域設定となっている。そのため，
幼児期における認知能力の早期教育ではなく，
非認知能力の育成を重視する日本の幼児教育の
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一方，シンガポールの場合，小学校における
教 科 名 は 使 用 さ れ て い な い が ， 領 域

「Numeracy」は，小学校算数科とのつながり
が深い学習内容を意識した領域の編成となって
いる。そのため，幼児期における認知能力の早
期教育も重視するシンガポールの幼児教育の流
れが反映されていると考えられる。これには，

「資源を持たないシンガポールにとって，国際
競争に勝つための資源は人材である」というメ
リトクラシーが背景にあり，できるだけ早期に
優秀な能力や素質を発掘し，個々の能力に応じ
た教育により優秀な人材を育成することが，教
育の至上目的になっていることの現れであると
考えられる。また，「簡単な関係やパターを認
識したり用いたりすること」「日常の経験にお
いて数を用いること」「日常の経験において基
本的な形や簡単な空間概念を認識したり用いた
りすること」という幼稚園終了時までに望まれ
る姿については，評価の項目となっている。

⑵　小学校学習指導要領解説算数編との関連
シンガポールの Numeracy に特化した教師

用指導書「Nurturing Early Learners -A 
Curriculum for Kindergartens in Singapore- 
NUMERACY」（Ministry of Education, Sin- 
gapore, 2013）には，幼児の遊びの中にある数
学的な背景の詳細な解説がなされており，その
ことを考慮した保育実践をすることが求められ
ている。しかし，日本の幼児教育では，幼児期
における認知能力の早期教育ではなく，非認知
能力の育成を重視しているため，幼稚園教育要
領，保育所保育指針，幼保連携型認定こども園
教育・保育要領の ３ 文書において，数理的な要
素を含んだ遊びの具体例は記載されているが，
幼児の遊びの中にある数学的な背景に関する詳
細な解説はなされていない。日本の場合，数学
的な背景については，算数科の学習内容と関連
して，図 ６ のように，小学校学習指導要領解説
算数編（文部科学省，2017）に記載されている。

そのため，幼児の遊びの中にある数学的な背
景について理解していない幼稚園教諭・保育士
もいる。シンガポールのように数学的な背景を

図 ４ 　CPA 理論

図 ５ 　具体的な教具

流れが反映されていると考えられる。これには，
「小学校教育では，資質・能力の観点から教科
の指導のねらいを明確にし，教育活動の充実を
図るのに対して，幼児教育では，遊びを通して，
諸能力が相互に関連し合いながら発達するとい
う幼児教育の特性に基づき，資質・能力を明確
化した具体的な姿から教育活動の充実を図るべ
きである」という考えが背景にある。さらに，
幼児教育の終わりまでに育って欲しい10の姿は，
指導において考慮されるべき具体であるが，到
達すべき目標として設定されていないため，評
価の項目にはなっていない。
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考慮した保育を計画・実践するためには，幼児
教育に関わる保育者として，幼児の遊びの中に
ある数学的な背景を知っておくべきであると考
えられる。

５ ．数理認識の発達を促す保育実践に向けて
⑴　算数の基礎を育む保育実践モデル

数理認識の発達を促す保育を実践する上で，
幼児の遊びの中にある数学的な背景を理解して
おくことは不可欠である。数学的な背景に関す
る知識をもつことにより，その知識を活用して，
算数の基礎という視点から幼児の遊びを想定し
たり，実際の遊びから算数の基礎につながる要
素を読み取ったりすることが可能になると考え
られる。また，幼児教育の終わりまでに育って
欲しい10の姿は，到達すべき目標として設定さ
れていないが，算数の基礎という視点から幼児
の遊ぶ姿を適切に読み取り，評価することによ
り，幼児一人一人の発達に応じて，遊びの質を
高めていくことは必要である。さらに，遊びの
質を高めていくためには，算数の基礎にもつな
がる環境設定はもちろん，保育者の言葉がけが
重要なポイントとなる。幼児教育において育み
たい資質・能力として「知識及び技能の基礎」

「思考力・判断力・表現力等の基礎」「学びに向
かう力，人間性等」を位置づけていることを考
慮すると，「知識及び技能の基礎」に関連して
算数につながる言葉を知るための声かけ，「思
考力・判断力・表現力等の基礎」に関連して数
学的な見方・考え方に気付く声かけ，「学びに
向かう力，人間性等」に関連して数学的な態度
を育む声かけの ３ つの言葉がけが必要となると
考えられる。

以上のことから，幼稚園・保育所・認定こど

図 ６ 　小学校学習指導要領解説算数編

も園における研修や幼稚園教諭・保育士の養成
課程のカリキュラムには，幼児の遊びの中にあ
る数学的な背景を理解する段階，その知識を活
用して，算数の基礎につながる遊びを想定した
り，遊びの中にある算数の基礎を読み取ったり
する段階，算数の基礎につながる環境を設定し
たり言葉がけをしたりをする段階を位置付ける
必要があると考えられる。また，各段階を一方
向に進むのではなく，算数の基礎に関連する数
学的な背景としての理論と保育実践を往還した
り，段階内において，保育実践の省察を保育実
践前の計画にフィードバックしたりすることに
より，幼稚園教諭・保育士の実践的な資質・能
力を向上させることができると考えられる。そ
こで，図 ７ に示す「算数の基礎を育む保育実践
モデル」を提案する。

⑵　教員研修への提言
幼稚園・保育所・認定こども園における研修

では，研修の第 １ 段階として，遊びの中にある
算数の基礎とは何かについて，その内容とそれ
を捉える視点を，事例を通して学ぶことが望ま
しい。幼稚園教諭・保育士は，保育において算
数の基礎につながる環境設定や言葉がけをして
いない訳ではない。問題は，算数の基礎につな
がることを意識して支援していないことである。
そのため，保育案に算数の基礎の視点から具体
的な支援が記載されることは殆どない。した
がって，研修を通して，これまでも算数の基礎
につながる保育を実践していることを自覚し，
意図して，算数の基礎の視点から保育案を改善
することが期待される。

図 ７ 　保育実践モデル
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研修の第 ２ 段階として，図 ７ の保育実践モデ
ルをもとに，算数の基礎の視点から保育計画，
保育の実践・観察，振り返りを行い，遊びの中
で確認された算数の基礎につながる姿を共有す
ることが望ましい。こうした研修を通して，具
体的なイメージを伴って，算数の基礎に関する
理解を深めることができると考えられる。

図 ７ の保育実践モデルに基づく研修の具体と
して，筆者が研修の講師として関わり，表 ５ の
年間計画にしたがって研修を実施している幼稚
園の園内研修①～園内研修③の事例を紹介する。

園内研修①において，図 ８ のようなスライド
と動画を使って，「幼児教育における算数の基
礎としての学びと ３ つの言葉がけ」について解
説した。これは，保育実践モデルの「遊びの中

表 ５ 　研修の年間計画

研修内容 研修別

４ 月
小学校算数科授業参観① 園外①
算数の基礎に関する研修 園内①

５ 月

小学校算数科授業参観② 園外②
幼稚園保育参観①＋算数の基礎
の読み取りと環境設定に関する
研修

園内②

６ 月
幼稚園保育参観②＋算数の基礎
の読み取りと言葉がけに関する
研修

園内③

９ 月
幼稚園保育参観③＋算数の基礎
の読み取りと算数の基礎となる
態度に関する研修

園内④

10月 幼稚園保育参観③＋算数の基礎
の視点からの研究協議 園内⑤

11月 幼小接続推進研究発表会 研究会

に あ る 算 数 の 基 礎 に 関 す る 知 識 の 習 得
（Step1）」に位置付く。

園内研修①終了後，保育案における遊びマッ
プの記載内容が，図 ９ のように改善された。こ
れは，今まで通りの遊びを算数の基礎という視
点から捉え直そうとした試みであるととともに，
算数の基礎に関する知識を活用して，保育実践
モデルの「算数の基礎につながる遊びの想定

（Step2）」に移行していることを意味すると考
えられる。

園内研修②では，図 ９ のように算数の基礎に
も配慮した保育案に基づいた保育実践の観察を
行い，図10のようなスライドと動画で保育を振
り返り，遊びの読み取りの多様性と遊びの想
定・環境構成の妥当性について検討を行なった。

図 ９ 　遊びマップの改善

図 ８ 　園内研修①の資料 図10　園内研修②の資料
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これは，保育実践モデルの「遊びの中の算数の
基礎の読み取り（Step2）」を「算数の基礎につ
ながる遊びの想定（Step2）」にフィードバック
することにより，「算数の基礎につながる環境
構成（Step3）」につなげる過程に位置付く。

園内研修③では，図11のように，算数の基礎
を意識した遊びや環境構成が設定された保育案
に改善された。図12は，算数の基礎として，パ
ターンを認識したり作ったり，パターンの美し
さを感じたりする資質・能力を育むために設定
されたコースター作りの様子である。これは，
算数の基礎の視点からの保育の捉え直しではな
く，算数の基礎の視点からの新たな教材開発に
よる保育であり，「算数の基礎につながる環境
設定（Step3）」に移行していることを意味して
いる。また，園内研修③では，保育実践の観察
の後，図13のようなスライドと動画で保育を振
り返り，遊びの読み取りの妥当性と言葉がけの
適時性について検討を行なった。これは，保育

図11　保育案の改善

図12　算数の基礎を意識した遊び

実践モデルの「遊びの中の算数の基礎の読み取
り（Step2）」を「算数の基礎につながる言葉が
け（Step3）」につなげる過程に位置付く。

このように，保育実践モデルに基づく研修に
より，算数の基礎に関する理解の深まりと，そ
れに基づく実践的な資質・能力の向上が期待で
き，数理認識の発達を促す保育実践につながる
と考えられる。

⑶　教員養成課程への提言
現在の文部科学省課程認定においては，幼稚

園教諭免許状取得のために，小学校算数科に関
する科目の読み替えが可能である。幼稚園教諭
免許状取得のための科目と小学校教員免許状の
取得のための科目に重なりがあるため，幼稚園
教諭志望の学生でも，小学校算数科に関する科
目を履修する傾向がある。しかし，今後，こう
した読み替えは認められず，「健康」「人間関
係」「環境」「言葉」「表現」の幼児教育の ５ 領
域に関する科目の履修が必須となる。そのため，
小学校算数科に関する科目を履修する幼稚園教
諭志望の学生は少なくなると考えられる。領域

「環境」に関する科目の中で，算数の基礎に関
して取り上げられることは少ないため，幼稚園
教諭志望者の数学離れが危恨される。

幼小接続という意味において，幼児教育に関
わる保育者は，小学校での学習内容や数学的な
見方・考え方，その背景にある基礎的な数学を
理解しておくことが必要であると考えられる。
したがって，教員養成課程においては，算数の
基礎に関連する数学的な背景を理解しておくた
めに，小学校教員免許状取得予定であるかに関

図13　園内研修③の資料
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わらず，小学校算数科に関する科目（例えば，
算数科教育方法論や算数科教育内容論等）の履
修が望ましい。また，免許取得の必須科目でな
くても，算数の基礎について理解し，それに基
づいて，幼児の遊びの中の算数の基礎を読み取
る演習を取り入れた科目も必要であると考えら
れる。例えば，表 ６ に示す『幼児の数理（仮
称）』のような実践研究が考えられる。

６ ．おわりに
本研究では，シンガポールと日本の幼児教育

に関するカリキュラムの比較を通して，数理認
識の発達を促す保育の充実を図るために，日本
の幼児教育に関わる保育者が，幼児の遊びの中
にある数学的な背景としての算数の基礎を知っ
ておく必要性について明らかにし，「算数の基
礎を育む保育実践モデル」を提案した。また，

表 ６ 　『幼児の数理（仮称）』授業計画

授業目標
① 幼児教育における算数の基礎となる見方・考

え方を理解する。
② 算数の基礎となる見方・考え方に基づき，保

育計画を作成したり保育観察をしたりするこ
とができる。

授業内容
第 １ 週 算数の基礎の視点の必要性
第 ２ 週 算数の基礎としての数概念
第 ３ 週 算数の基礎としての量概念
第 ４ 週 算数の基礎としての図形・空間概念
第 ５ 週 算数の基礎としての関係概念
第 ６ 週 算数の基礎を育む環境設定
第 ７ 週 算数の基礎を育む言葉がけ
第 ８ 週 算数の基礎の視点からの保育案改善
第 ９ 週 算数の基礎の視点からの保育観察
第10週 遊びの中の数理の読み取り
第11週 数に関する事例の発表
第12週 量に関する事例の発表
第13週 図形・空間に関する事例の発表
第14週 関係に関する事例の発表
第15週 数理に関する世界の幼児教育の動向

このモデルに基づく幼稚園 · 保育所 · 認定こど
も園における研修および幼稚園教諭 · 保育士の
養成課程のカリキュラムについて提言した。

しかし，本研究では，幼児教育における評価
まで提言するに至っていない。今後，シンガ
ポールで実施されている保育の実際を検証する
ことにより，数理認識の発達を促すために，日
本の幼児教育に求められる評価の視点を明らか
にしていくことが今後の課題である。

付記
本研究は，京都女子大学平成31年度「研究経

費助成」の助成を受けています。
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